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平成２７年度第１回新居浜市隣保館運営審議会会議録 

 

日 時：平成２７年５月７日（木）１９時から２０時 

場 所：瀬戸会館 

参加者：委 員 野澤敏樹、吉岡直輝、小野浩二、原寿也、高津英正、小野博、 

藤田恭子、濱田英稔、小西裕久、眞鍋慶子 

    事務局 人権擁護課長武方弘行、瀬戸会館館長高津章人 

傍聴者：なし 

議 事：１ 平成２６年度事業報告 

 ２ 平成２７年度事業計画 

 ３ その他 
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皆さん今晩は。定刻が参りましたので、ただいまから、「平成２７年度第１回

新居浜市隣保館運営審議会」を開催いたします。 

委員の皆様には、本日は大変ご多忙のところご出席いただきまして、誠にあり

がとうございます。 

会議は、お手元の会議次第にそって進めさせていただきます。 

まず、本審議会ですが、新居浜市隣保館運営審議会規則第５条第２項により、

委員の過半数の出席がなければ開くことができないこととなっておりますが、委

員総数１１名に対し１０名の出席で、過半数を超えておりますので、本会議は成

立していることをご報告申し上げます。 

次に、新居浜市審議会等の公開に関する要綱に基づき、原則公開することとし

ており、具体的な会議の運営におきましては、事前に開催日時などを市民にお知

らせし、傍聴を認めること、また、会議の開催結果について、議事録などを公表

することと致しておりますのでご了承いただきたいと思います。 

まず、開会に当たりまして、石川市長からご挨拶を申し上げるところですが、

本日は他の公務のため出席できませんので私の方から御挨拶をさせていただき

ます。 

 

皆さま方には、平素から市政の発展につきまして、格別の御協力と御支援をい

ただいておりますことに、厚くお礼申し上げます。 

また、本日は、公私ともに大変ご多忙のなか、「平成２７年度第１回新居浜市

隣保館運営審議会」にご出席を賜り、心から感謝申し上げます。 

さて、この瀬戸会館は、地域社会全体の中で福祉の向上や、人権啓発の住民交

流の拠点となる、開かれたコミュニティーセンターとして、生活上の各種相談事
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業や、人権課題解決のための各種事業を行う施設として設置されたものでござい

ます。また瀬戸会館の運営につきましては、国からの財政支援を受け「福祉と人

権のまちづくり」の実現に向け、様々な事業を実施しているところでございます。 

各委員の皆さまにおかれましては、瀬戸会館の運営等につきまして、それぞれ

のお立場において忌憚のないご意見をいただき、十分なご審議を賜りますようお

願い申し上げ、簡単ではございますがご挨拶とさせていただきます。 

本日は、どうかよろしくお願いいたします。 

 

続きまして、今年度に入り、各関係機関及び関係団体におかれましては、人事

異動や役員改選等によりまして、新たに２名の方に委員としてご就任いただきま

した。本年度最初の会議で、新しい委員さんもおいでますので、恐れ入りますが、

出席委員さんの自己紹介をお願いします。 

野澤委員さんから順に自己紹介をお願いいたします。 

－各委員自己紹介 － 

それでは、ここからの議事の進行につきましては、会長へお願いしたいと思い

ます。高津会長、よろしくお願いいたします。 

 

それでは、これより議事入ります。 

会次第 平成２６年度事業報告について、事務局から説明をお願いします。 

 

【平成２６年度事業報告について事務局説明】 

 

平成２６年度事業報告について事務局から説明がありましたが、何かご意見ご

質問はございませんか。 

 ないようでしたら、次の平成２７年度事業計画について、事務局から説明をお

願いします。 

 

【平成２７年度事業計画について事務局説明】 

 

平成２７年度事業計画について事務局から説明がありましたが、何かご意見ご

質問はございませんか。 

 

事業計画の瀬戸会館利用状況等調査は具体的にはアンケート調査を実施するの

ですか。 

 

地域住民対象にアンケート調査を行いたいと考えています。 
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他にありませんか。ないようでしたら次に、その他について何かありますか。

事務局から何かありますか。 

 

お手元の資料「ゆめじゅく」について、６人の編集委員で編集会議を開催し、

６５０部作成し配布するとともに、小中学校や県内隣保館等へメールでも配信し

ていますが、出来栄えがどうか気になっています。２年前の全国隣保館連絡協議

会のコンテストでも佳作で入選しました。その後縦書きから横書きにして読みや

すくし、内容も地元からの情報発信を掲載するようにしていますがどうでしょう

か。 

 

文字が小さいと読みにくいと思います。 

行事予定のグリーンのところを直すと見やすいと思います。 

 

グリーンは黒板をイメージしています。 

 

インパクトはあると思います。 

 

文字も大きすぎると読みにくいので、以前より少し小さくしています。 

今月１７日開催の町民運動会についても参加呼びかけをしています 

 

瀬戸会館のサークル紹介で２７サークルあり利用していただきありがたいが、

瀬戸会館は貸館が目的ではないと思うが、ここの利用を通じて何か啓発をするこ

とが一つの目的ですよね。 

 

一つは瀬戸会館の地域交流事業として実施しています。瀬戸会館のことを知っ

て、利用していただき、地域の方と交流していただくことが目的で実施していま

す。昨年度から実施している１００円モーニングでは様々な人が意見を交わし、

つぶやきをしていただき、それを拾い上げていきたいと考えています。 

 

地域に多くの方が来ていただき、毎年利用者が増えていることはいいことです

が、次の段階として何を実施するのか。公民館では人権啓発事業を実施している

ようであるがどうですか。 

 

公民館ではお茶の間人権教育懇談会を実施しています。こういった形で２７の

サークル団体に「語ろう人権」ということでチラシを配り呼びかけを行っていま

す。まだまだ実績は少ないがこれを広げていきたいと考えています。 
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会館を利用してくれる人が多く、サークルも多くなってきたがこのままで終わ

らないように、次の交流が活発になるように私たちも考えていかなければいけな

いと思います。 

 

瀬戸会館の名称について、どういうところかわかりにくいので、他市の人権ふ

れあいセンターなどのように、親しみやすいようなサブの名称を考えてほしいと

思いますがどうでしょうか。 

 

障がい者福祉センターや児童館などは名称からどのような施設かわかります

が、瀬戸会館は名称からどのような施設かわかりにくいのが現状であります。今

後名称のことも考えていかなければいけないと思いっています。 

 

ふれあいセンターという名称もいいと思います。 

 

松山市ではふれあいセンターという名称を使っています。全国では隣保館、福

祉センター、人権センター、コミュニティセンターという名称も使用しています。 

 

今年度実施するアンケート調査などで地域の方がどのように考えているのか

聞くのも一つの方法ではないでしょうか。 

 

中学校としても、瀬戸会館との連携が重要であると考えていますので、今年度 

館長にお願いし教職員の研修も計画していますのでよろしくお願いします。 

 

「しっしおどり」について初めて聞いて、どのようなものかわからないのです

が、保存伝承普及していくのであれば、子ども達に教えていくために、映像とか

何かわかるものがあればいいと思います。 

 

８月１６日に実施しているが、ビデオがあるので見ていただきたい。 

 

他にないようでしたら、これをもちまして平成２７年度第１回新居浜市隣保館

運営審議会を終了いたします 

 

 


